
ごみの減量について
　

⇨平成３１年度維持費負担金１億3,200万円

ごみ焼却場晴丘センター
　（瀬戸市・尾張旭市・長久手市で構成）

長久手市のごみはどこで処分される？
                                                      



最終処分場　瀬戸市北丘町（瀬戸市・尾張旭市・長久手市で構成）

⇨瀬戸市北丘町の地元住民の皆様の理解をいた
だき、平成１４年に完成しました。総工費４０億8,600万円

もえるごみ袋の中はどうなっているの？
                                                      

⇨組成調査を行います                                                      



もえるごみ袋の中は？
                                                      

（資料）環境課
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⇒これだけの資源がまだ分別できます！                                                      

①

②

①プラスチック製容器包装の選別の様子

市内にある中間処理施設（令和元年１１月１日調査）



選別により

釣り用擬似餌・電化製品・
金属ザル・ブラシ・ガラス瓶等

燃えるごみの混入

週に１０袋程度



容器包装は圧縮され
リサイクル原料（ペール）として出荷

プラスチック製容器包装のリサイクル

選別



②資源ゴミの混入が次いで多い雑がみ                                                      

長久手市からどれだけごみが出ているの？
                                                      

（資料）環境課

単位：トン 単位：人



議会で…
                                                      
〇事業系ごみが家庭ごみの半分、約4,800t排出

２０１６年１２月イオンと２０１７年１１月イケアがオープンしたことが、要因の
一つと考えられています。

議会でも、取り上げられ特に大量に排出される事業所には個別に排出抑制
を環境課から依頼をしていくことになっています。

〇行政への提言書

平成３１年３月議会でくらし建設委員会から行政へ提言書が出されました。

１　CO2削減「見える化」活動推進の拡充
２　エコ通勤・エコドライブの普及啓発・取り組みの強化
３　レジ袋お断りの取り組み強化

　　4R運動　　リフューズ（Ｒｅｆｕｓｅ）：ごみの発生回避

         　　　　　　　　　リデュース（Ｒｅｄｕｃｅ）：ごみの排出抑制
             　　　　　　　 リユース（Ｒｅｕｓｅ）：製品・部品の再利用
        　　　　　　　　　 リサイクル（Ｒｅｃｙｃｌｅ）：再資源化

⇒　１人ひとりが気をつけることで、大きな力になります！                                            

燃えるごみを減らす！

地球にやさしい！

ごみ減量への取り組みの課題                                                      



 

令和元年１１月１６日 議会報告会 
「ごみの減量について」資料 

 
ゴ ミ の ４ R 

① リフューズ（Refuse）ごみの発生回避 
発生源でごみになるものを、絶つこと。家にゴミとなるものを持ち込まないこと 
（例）・買い物時にはマイバッグを持参し、レジ袋や過剰包装を断る。 
  ・買い物時に安いからといって、必要以上に買わない。 
  ・ポケットティッシュ・チラシなどで必要のないものは出来るだけ受け取らない。 

 
② リデュース（Reduce）ごみの排出抑制 

買う量、使う量を減らすこと。 
（例）・パックされた製品の替わりに、量り売り製品を購入 
  ・使い捨て容器入りの製品（シャンプー・リンス等）に、詰め替え用を買うことで 

容器の量を減らす。 
   ・食材購入時、料理の際には、材料の買いすぎ、作りすぎを工夫して減らす。 
   ・生ごみを排出する時は水を切って、重さと量を減らす。 
   ・お弁当や飲み物を購入する際、ストロー、スプーンなど使い捨ての物を受け取らな

いように心掛ける。 
 
③ リユース（Reuse）製品・部品の再利用 

繰り返し使うこと。 
・使い捨て容器ではなく、ビール瓶、酒ビン、牛乳ビン等のように何度も使える容器（リ

ターナブル容器）に入ったものを選ぶ。 
・使い捨て商品、箸、皿、コップなどの購入を最低限に見直す。 
・フリーマーケットやリサイクルショップ、古本屋、図書館を積極的に利用する。 
・服などはできるだけ修理・修繕をして使う。 
・レンタル用品を利用する。一度しか使用しないベビー用品や旅行用品などはレンタル 
の方が経済的な場合があり、ごみは排出されません。 

  ・周りで必要としている人に譲る。 
  ・電子レンジを使う時や冷蔵庫に保存する時、ラップを使うとゴミになるので密封容器

を使う。ジッパーつきのポリ袋はできるだけ繰り返し使う。 
   
④ リサイクル（Recycle）再資源化 

資源に再生して再利用すること。自分で再資源化することは難しいので、リサイクルル

ートに乗せることをいう。 
（例）・地域での集団資源回収、古紙回収、・古雑誌・段ボールなどを渡す。 
  ・市で行っている分別回収 
  ・生ごみの堆肥にする。生ごみ処理機、コンポスト容器などの自家処理。 

   ・再生品を購入する。リサイクルルートへ排出しても買う人がいないとリサイクル  

の輪はつながらない。できるだけリサイクル商品を購入する。 

ごみの減量について 

グループ A 


